


































































































































































































































別 紙

視察活動内容

（］ 

万）

1 テルウェル東日本株式会社

(1) 避難所受付支援サーピス

受付業務のDX化により、 大幅な業務効率化が可能となり、 避難者支援の拡充に繋げ

ようとするものであり、 クラウドを活用して大きく4つの機能の実現を目指す。 ．． 
① 避難所の位置、 混雑状況の見える化（住民に公開し、 スマー トフォン等で確認が可

能）
② Web 地図上で避難所の開設状況、 混雑状況の見える化（自治体職員が避難状況の

把握、 設定が可能）
③ 避難者名簿作成のDX化（住民がスマー トフォンで避難所情報を登録）
④ 電子化された避難者名簿の確認（自治体職員に限定して確認が可能）

避難所受付においてQRコ ードを受け取り、 世帯情報を登録した後に個人情報を登録。
受付においては、 スマー ドフォンによる入カスペースを設け、 従来の避難所入所登録用
紙記入窓口とともにハイプリッド対応を行う。

(3) その他

ア 現在までの導入実績

導入実績はないが、 神奈川県横浜市及び沖縄県南城市等で実証実験を実施
イ DX化によるメリット

・時間短縮避難所入所の際の用紙記入の場合、 データ化まで 6, 0 0 0 秒以上かか
ったが、 年代毎に差があるもののスマー トフォン入力においては 240 秒以内

ウ 導入経費
30 万人都市を想定しており、 キント ーン lOID を含め、年間約 1 0 0 万円程度

（複数のまち合同登録可）

工 平時の運用
・備蓄品監理システムとして使用可能
・施設の予約受付システムとして使用できるように検討

オ 当市への反映
当市は防災等に係る情報を提供する手段の充実のため災害時用ナビゲーションアプ

リ「全国避難所ガイド」を通じ、 市内の避難所情報や避難勧告、 気象警報、 地震情報

などの必要な防災等に関する情報を市民に提供しているが、 今後 は避難所の受付けが
担当者が減少しても遅滞なく行えるような工夫が必要であり、 実証試験等も積極的に

行うことが必要と考える。
































































































































































































































































































































































































































